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Abstract : The purpose of this study is 1） to describe outcomes of a computer-based system continuously 
applied to a basic nursing course of a baccalaureate program, in which selected audio-visual aids were 
provided on the official school website on demand and 2） to examine the educational effects of this system 
regardless of the change of the cohort. The nursing discipline has been highly interested in the application 
of information and communication technology and its effects on nursing education. Although the previous 
study revealed benefits of computer-based system, it is important to accumulate evidences to effectively 
apply the technology for the nursing education. 
　This non-experimental study included 55 sophomore students enrolled in the course and an originally 
developed questionnaire was used to measure outcomes.  Valid data from 54 students were included in 
further analysis.  This study was approved by The Institutional Review Board of Tokyo Ariake Univeristy 
of Medical and Health Sciences. 
　The results indicated that 63.8% of respondents viewed the audio-visual aids at home, 44.5% of those 
agreed accessibility to this system, and 66.6% of those agreed value of this system for class preparation, 
63.0% for review, and 59.2% for their learning goal attainments. Access to this system was expected among 
85.5% of those after the end of these courses. Accessibility and the value for class preparation and review 
were consistent regardless of the cohorts; however, the effects on students’ learning goal attainments were 
significantly decreased among the 2011 cohort. 
　The results may support the conclusion that this system might consistently allow students to view the 
aids repeatedly depending on their learning needs. Use of other information and communication devices 
and improvement for accessibility and interactivity have the potential to learn practical nursing skills more 
actively depending on their learning demand across time and space.
―教育的効果の再現性の検討―
要旨：本学看護学科専門基礎科目の補助教材として選定した視聴覚教材を本学ウェブサイトからオンデマンド
に閲覧できるように構築した学習支援環境を平成23年度も看護学科専門基礎科目１科目に継続して同様に使用
した．本研究の目的は，この学習支援環境に対する学生の反応を調査し，昨年の先行研究で得られた教育効果
の再現性を考察することである．看護学において，教育に対する情報通信技術の効果的活用への関心は依然高
key words：on demand, e-learning, university education of nursing student, teaching nursing skills, audio-
visual aids
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く，看護学教育における効果や活用方法に関する知見を深めることは重要である．
本研究は，上記１科目の履修登録をした本学看護学部看護学科２年次生55名のうち，質問紙調査への参加に
同意の得られた54名の有効回答を用いた量的研究で，本学倫理委員会の承認を得て実施した．
調査の結果，63.8%の学生が自宅で閲覧し，44.5%の学生が概ねアクセスしやすいと回答し，昨年の先行研究
と比較して有意差は認められなかった．66.6%の学生がオンデマンドの視聴覚教材の活用は予習に役立った，
63.0%の学生が復習に役立った，59.2％の学生が各自の学習目標達成に有用だったと回答した．さらに，85.5％
の学生が当該科目終了後もオンデマンドによる閲覧の継続を希望した．予習，復習における有用性に昨年の研
究結果との有意差は認められなかったが，各自の学習目標達成に対する有用性においては，昨年に比較して有
意に低下した．
本学習支援環境における，各自の学習意欲に応じて視聴覚教材を何度も繰り返してみることができるという
効果は継続して得られた．しかし現状では，閲覧場所は自宅，大学，またはその他のネットワーク接続可能な
場所に限られ，一方向の情報提供に留まっている．今後，携帯可能な情報通信機器の活用，明瞭な画像提供の
ための帯域幅の増加，視聴覚教材選定の改善や視聴覚教材の新たな開発を行うことで，本学習支援環境の効果
をさらに高める可能性が推測された．
これらの結果から，視聴覚教材をウェブサイトの共有動画ファイルとしてオンデマンドで閲覧できるシステ
ムに潜在する問題を解決することによって，主体的に実践的看護技術の学習に取り組む学生の学習支援環境拡
大に更に貢献すると言える．
キーワード：オンデマンド，e-learning，看護大学教育，看護技術教育，視聴覚教材
Ⅰ．背　　景
平成21年4月から施行された看護実践能力強化をめざ
した新カリキュラムに基づく本学看護学科専門基礎科目
２科目「フィジカルアセスメント」と「治療へのケア」
において，著者らは，平成22年に，限られた教育時間の
中で学生の学習目標達成を支援することを企図し，補助
教材として選定した視聴覚教材を主体的に閲覧する学習
支援環境を構築した１）．これは，本学が採用するGoogle 
Apps Education Standardのサイト作成機能と動画ファ
イル共有機能を利用し，視聴覚教材を本学ウェブサイト
から学生がオンデマンドに閲覧できるよう設定した環境
である１）．この学習支援環境に対する学生の反応を調査
したところ，３分の２以上の学生が自宅で閲覧し，概ね
アクセスしやすいと回答した．また，４分の３以上の学
生がオンデマンドの視聴覚教材の活用は予習，復習，各
自の学習目標達成に有用で，当該科目終了後もオンデマ
ンドによる閲覧の継続を希望した．視聴覚教材をウェブ
サイトの共有動画ファイルとしてオンデマンドで閲覧で
きるシステムが，主体的に実践的看護技術の学習に取り
組む学生の学習支援環境拡大に貢献する可能性を示唆す
る結果が得られた．
情報通信技術（Information and Communication 
Technology，以下ICT）を活用した看護教育に対する
関心は依然として高く，継続して研究，検討され，過去
数年の日本看護科学学会学術集会においてもICTを活用
した看護教育に関する交流集会，セミナー，研究発表が
活発になされている２-５）．したがって，平成22年の研究
で得られた視聴覚教材を主体的に閲覧する学習支援環境
における教育的効果は，対象者が変わっても一貫して得
られるのか継続的に評価し，その有用性や課題を明らか
にすることは，本学における看護教育の質の検討，看護
におけるICTを活用した教育効果に関する知見を積み重
ねていくうえで必要である．
II．目　　的
本研究は，平成22年度に構築した学習支援環境を，平
成23年度も同様に継続して活用した本学看護学科専門基
礎科目「治療へのケア」において，平成23年度履修者を
対象にこの学習支援環境への学生の反応を調査し，教育
的効果の再現性を検討することを目的とする．
III．研究方法
１．データ収集期間
平成23年６月７日〜平成23年７月26日．
２．対象者
東京有明医療大学看護学部看護学科２年次生のうち，
平成23年度「治療へのケア」の履修登録した学生55名の中
で，データ収集実施前に本研究目的と実施方法，研究へ
の参加は自由で自主的に決定できること，参加の是非や
回答内容が当該科目の成績に一切関与しないことを説明
し，研究への参加に同意の得られた54名を調査対象とした．
３．データ収集方法
当該科目開講に先立ち，平成23年４月１日に，当該科
目を履修登録した学生全員を対象として，本学情報セン
ターコンピュータ教室において科目担当教員が本学ウェ
ブサイト上に開設した専用サイトから，設定した視聴覚
教材を閲覧するアクセス方法を説明した．
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構築した学習支援環境の効果に関するデータ収集のた
めに，「治療へのケア」の科目終了時に自記式質問紙を
一括配布して無記名で回答を求めた．対象者である学生
には回答した質問紙の提出をもって調査参加に同意した
ものと見做すことを説明した後に質問紙を配布した．使
用した自記式質問紙は，平成22年度調査に使用した質問
紙に著者らが一部変更を加え，16項目，28細項目の質問
に対して準備した２〜６の選択肢から回答を選択するよ
う整えた．変更点は，１）各視聴覚教材の有用性は「治
療へのケア」の授業で課した視聴覚教材に限定した，２）
学生が単独で閲覧したかどうかを問う項目を追加した，
の２点である．「治療へのケア」の開講期間中の専用サ
イトの視聴覚教材の活用状況を示す各視聴教材の視聴時
期，閲覧時間は，履修者全体の専用サイトへのアクセス
動向の履歴情報から抽出し，事前に対象者の了解を得て
から，データとして使用した．
なお，本研究は平成22年７月４日に東京有明医療大学
倫理委員会の承認（倫理審査承認番号第27号）を得て，
本学倫理規定に則して実施した．
４．分析方法
調査対象54名から収集した各質問項目の有効回答，
専用サイト上の各視聴教材の視聴時期，閲覧時間から
得られた量的データは，統計ソフトMicrosoft Excel，
IBM SPSS Statistics 20 for Windowsにより一般記述統
計量ならびに推測統計量を求めた．自由記述により得
られた質的データは，本研究目的に即して学習支援環
境の効果に焦点を当てて継続比較分析（The Constant 
Comparative Analysis）し，コード化とカテゴリー化を
行った６，７）．
IV．結　　果
平成23年度「治療へのケア」の履修登録した学生55名
のうち，54名から回答を得た．各質問項目の有効回答を
分析対象とした．表１に各質問項目に対する回答結果，
平成22年度結果とMann-Whitney U検定による比較結果
を示す．
１．週平均視聴時間
オンデマンドによる視聴覚教材の視聴に費やした時間
は，「１時間/週未満」36名（66.6％），「１〜２時間/週」
15名（27.8％），「３〜４時間/週」２名（3.7%），「５〜
６時間/週」０名（0.0%），「７時間/週以上」１名（1.9%），「視
聴しなかった」０名（0.0％）であった．Mann-Whitney 
U検定の結果，平成22年度の結果と比較して視聴に費
やした時間に有意差は認められなかった（U=1268.500，
z=-1.925，p = 0.054）．
２．視聴場所および視聴人数
主にオンデマンドによる視聴覚教材を視聴した場所
は，「自宅」37名（63.8％），「本学図書館」０名（0.0%），「本
学情報センター」20名（34.5％）であった（※複数回答）．
また，視聴人数は，「概ね１人での視聴」37名（68.5％），
「複数（２名以上）での視聴が多い」16名（29.6％），無
回答１名（1.9%）であった．
３．インターネット接続状況，視聴覚教材視聴環境，
アクセスのしやすさ
自宅のパーソナルコンピュータ（以下PC）のインタ
ーネット接続環境は，「接続できる」51名（94.4％），「接
続できない」２名（3.7％），「自宅にPCなし」１名（1.9％）
であった．自宅PCでインターネットへの「接続ができ
る」と回答した51名のうち，自宅PCを使用した視聴覚
教材の視聴に支障があったかどうかの回答を求めたとこ
ろ，「支障あり」13名（25.5名），「支障なし」38名（74.5
％）であった．
オンデマンドによる視聴覚教材へのアクセスのしやす
さについては，「アクセスしやすい」９名（16.7％），「ま
あそう思う」15名（27.8％），「あまりそう思わない」21
名（38.9％），「そう思わない」９名（16.7％）であった．
Mann-Whitney U検定の結果，平成22年度の結果と比較
して視聴覚教材へのアクセスのしやすさに有意差は認め
られなかった（U=1356.000，z=-1.287，p=0.198）．
４．過去の視聴覚教材を使用した自己学習経験の有無
と経験年数
過去の視聴覚教材を使用した自己学習経験は，「ある」
25名（46.3％），「ない」29名（53.7％）であった．「ある」
と回答した25名のうち，視聴覚教材を使用した自己学習
経験年数は，「１年未満」19名（76.0％），「１年以上２
年未満」４名（16.0％），「２年以上３年未満」２名（8.0
％），「３年以上４年未満」および「４年以上」０名（0.0%）
であった．Mann-Whitney U検定の結果，平成22年度の
結果と比較して経験年数に有意差は認められなかった
（U=1437.000，z=-0.824，p=0.410）．
５．視聴覚教材の分かりやすさ
視聴覚教材の分かりやすさについて，「総じてわかり
やすい」６名（11.1％），「まあ分かりやすい」21名（38.9
％），「あまりそう思わない」24名（44.4％），「そう思わ
ない」３名（5.6％）であった．Mann-Whitney U検定の
結果，平成22年度の結果と比較して有意な差が認められ
（U=1051.500，z=-3.208，p<0.05），平成23年度２年次生
は平成22年度に比較して視聴覚教材が分かりにくいと感
じていた．
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表１　本学習支援環境の導入に関する学生の反応 （本年度：n = 54、昨年度：n = 58）
（１）週平均視聴時間 本年度 昨年度 Mann-WhitneyU z値
有意の偏り
（両側）
　　「１時間/週未満」 36名（66.6%） 24名（41.4%）
1268.500 -1.925 0.054
　　「１〜２時間/週」 15名（27.8%） 22名（37.9%）
　　「３〜４時間/週」 ２名（3.7%） ５名（8.6%）
　　「５〜６時間/週」 ０名（０%） １名（1.7%）
　　「７時間/週以上」 １名（1.9%） １名（1.7%）
　　「視聴しなかった」 ０名（０%） ３名（5.2%）
　　　無回答 ０名（０%） ２名（3.4%）
（２）視聴場所および視聴人数
＜主にオンデマンドによる視聴覚教材を視聴した場所＞（※複数回答）
　　「自宅」 37名（63.8%） 35名（60.3%）
　　「本学図書館」 ０名（０%） ３名（5.2%）
　　「本学情報センター」 20名（34.5%） 20名（34.5%）
　　「その他」 １名（1.7%） ２名（3.4%）
＜視聴人数＞
　　「概ね１人での視聴」 37名（69.8%） －
　　「複数（２名以上）での視聴が多い」 16名（30.2%） －
　　　無回答 １名（1.7%） －
（３）自宅PCのインターネット接続および視聴覚教材視聴環境、アクセスのしやすさ
＜自宅PCのインターネット接続環境＞
　　「接続できる」 51名（94.4%） 52名（89.7%）
　　「接続できない」 ２名（3.7%） ３名（5.2%）
　　「自宅にPCなし」 １名（1.9%） ３名（5.2%）
＜自宅PCで「インターネット接続ができる」と回答した者のうち＞
　　自宅PCを使用した視聴覚教材視聴環境に「支障あり」 13名（25.5%） 10名（17.2%）
　　自宅PCを使用した視聴覚教材視聴環境に「支障なし」 38名（74.5%） 40名（69.0%）
＜視聴覚教材へのアクセスのしやすさ＞
　　「アクセスしやすい」 ９名（16.7%） 9名（15.5%）
1356.000 -1.287 0.198
　　「まあそう思う」 15名（27.8%） 25名（43.1%）
　　「あまりそう思わない」 21名（38.9%） 19名（32.7%）
　　「そう思わない」 ９名（16.7%） ５名（8.6%）
（４）過去の視聴覚教材を使用した自己学習経験の有無と経験年数
＜自己学習経験の有無＞
　　「ある」 25名（46.3%） 31名（53.4%）
　　「ない」 29名（53.7%） 27名（46.6%）
＜「ある」と回答した者のうち、視聴覚教材を使用した自己学習経験年数＞
　　「１年未満」 19名（76%） 21名（36.2%）
1437.000 -0.824 0.410
　　「１年以上２年未満」 ４名（16%） ４名（6.9%）
　　「２年以上３年未満」 ２名（８%） ４名（6.9%）
　　「３年以上４年未満」 ０名（０%） ０名（０%）
　　「４年以上」 ０名（０%） １名（1.7%）
　　　無回答 ０名（０%） １名（1.7%）
（５）視聴場所および視聴人数
　　「総じてわかりやすい」 ６名（11.1%） 16名（27.6%）
1051.500 -3.208 0.001＊
　　「まあ分かりやすい」 21名（38.9%） 30名（51.7%）
　　「あまりそう思わない」 24名（44.4%） ９名（15.5%）
　　「そう思わない」 ３名（5.6%） ５名（8.6%）
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＊はｐ＜0.05で有意を示す
（６）視聴場所および視聴人数
予習に　「役立った」 10名（18.5%） 21名（36.3%）
1280.500 -1.774 0.076
　　　　「まあ役立った」 26名（48.1%） 24名（41.4%）
　　　　「あまり役立たなかった」 17名（31.5%） ８名（13.8%）
　　　　「役立たなかった」 １名（1.9%） ５名（8.6%）
復習に　「役立った」 ９名（16.7%） 13名（22.5%）
1355.500 -1.331 0.183
　　　　「まあ役立った」 25名（46.3%） 31名（55.2%）
　　　　「あまり役立たなかった」 18名（33.3%） ８名（13.8%）
　　　　「役立たなかった」 ２名（3.7%） ５名（8.6%）
（７）自己の学習目標達成のための有用性
　　「役立った」 ６名（11.1%） 14名（24.1%）
1250.000 -1.990 0.047＊
　　「まあ役立った」 26名（48.1%） 29名（50.0%）
　　「あまり役立たなかった」 22名（40.7%） ９名（15.5%）
　　「役立たなかった」 ０名（０%） ５名（8.6%）
（８）今後の視聴覚教材の活用方法に対する希望
＜本科目の指定する視聴覚教材の活用方法＞（※複数回答）
　　「オンデマンドによる方法」 47名（85.5%） 43名（74.1%）
　　「図書館での貸出手続きによる方法」 ３名（5.5%） ６名（10.3%）
　　「その他」 ５名（9.1%） ８名（13.8%）
　　　無回答 ０名（０%） １名（1.7%）
＜他の授業における視聴覚教材のオンデマンドによる活用＞
　　「活用する方がよい」 ９名（16.7%） －
　　「まあ活用してもよい」 19名（35.2%） －
　　「あまり活用しなくてもよい」 19名（35.2%） －
　　「活用しなくてもよい」 ６名（11.1%） －
　　　無回答 １名（1.9%） －
６．予習および復習を行うための有用性
オンデマンドによる視聴覚教材の活用が予習に役立っ
たかどうかについて，「役立った」10名（18.5％），「ま
あ役立った」26名（48.1％），「あまり役立たなかった」
17名（31.5％），「役立たなかった」１名（1.9％）であっ
た．一方，復習については，「役立った」９名（16.7%），
「まあ役立った」25名（46.3％），「あまり役立たなかった」
18名（33.3%），「役立たなかった」２名（3.7%）であっ
た．Mann-Whitney U検定の結果，平成22年度の結果と
比較して予習，復習における有益性に有意差は認められ
なかった（予習；U=1280.500，z=-1.774，p=0.076，復習；
U=1355.500，z=-1.331，p=0.183）．
７．当該科目学習目標達成のための有用性
オンデマンドによる視聴覚教材の活用が自己の学習目
標達成に役立ったかどうかについて，「役立った」６名
（11.1%），「まあ役立った」26名（48.1%），「あまり役立た
なかった」22名（40.7%），「役立たなかった」０名（0.0%）
であった．Mann-Whitney U検定の結果，平成22年度の
結果と比較して有意な差が認められ（U=1250.000，z=-
1.990，p<0.05），平成23年度２年次生は平成22年度に比
較してオンデマンドによる視聴覚教材の活用が自己の学
習目標達成には役に立たなかったと感じていた．
８．今後の視聴覚教材の活用方法に対する希望
本科目「治療へのケア」で指定する視聴覚教材の今
後の活用方法について，「オンデマンドによる方法」47
名（85.5%），「図書館での貸出手続きによる方法」３名
（5.5%），「その他」５名（9.1%）であった．また，他の
授業における視聴覚教材のオンデマンドによる活用につ
いて，「活用する方がよい」９名（16.7％），「まあ活用し
てもよい」19名（35.2%），「あまり活用しなくてもよい」
19名（35.2％），「活用しなくてもよい」６名（11.1%），
無回答１名（1.9％）であった．
９．各授業で課題とした視聴覚教材の有用性
各授業で課題とした視聴覚教材の有用性について表２
に示す．各授業内容に合わせて，課した視聴覚教材が有
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用であったかどうかについて，「そう思う」９〜15名（16.7
〜27.8％），「大体そう思う」20〜30名（37.0〜55.6％），「あ
まりそう思わない」14〜21（25.9〜38.9％），「そう思わ
ない」０〜２名（0.0〜3.7％）であった．各視聴覚教材
に対する有用性にはばらつきがみられるが，各授業で課
題とした視聴覚教材における有用性を支持する回答「そ
う思う」および「大体そう思う」を合わせると31〜40名
（57.4〜74.1％）であった．
10．閲覧動向履歴情報における履修者全体の視聴覚教
材視聴時期，視聴時間
本年度補助教材として使用した視聴覚教材は13タイト
ルで，視聴覚教材の再生時間は最小２分19秒，最大26分
54秒，平均９分39秒であった．視聴覚教材別の視聴回
数は最小17回，最大58回，平均34.7回であった（表３）．
視聴覚教材の学生別の合計視聴回数は最小０回，最大34
回，平均7.5回であった．視聴覚教材の視聴のタイミン
グは演習15日前から演習13日後で視聴回数が多いのは演
習前日が247回（54.9%），演習８日以前が73回（16.2%），
演習２日前が44回（9.8%）であった（表３）．
11．本試みの有益性，ならびに今後の活用に関する自
由記述
調査対象者54名のうち25名（46.3％）の回答が得られ，
分析の結果，１）オンデマンド教材の具体的イメージと
必要に応じた繰り返しによるわかりやすさ，２）予習・
復習時におけるオンデマンド教材の有用性，３）オンデ
マンド教材の使用環境の限界，4）オンデマンド教材の
わかりやすさの限界，の４つのカテゴリーを抽出した．
１）カテゴリー１「オンデマンド教材の具体的イメー
ジと必要に応じた繰り返しによるわかりやすさ」
『自分で（教科書をみて）手順を書いているだけでは，
具体的によく分からなかったので，動画を見て分かりや
すかった（学生A）』，『自分の時間にいつでも見れるこ
とが役立った（学生B）』，『わからないところを何度で
も見ることができてよかった．分かりやすかった（学生
C）』，『イメージはつかめた（学生D）』の記述に示され
るように，構築した学習支援環境において各学生が必要
に応じて視聴覚教材を繰り返し見ることができる，習得
すべき基本的看護技術の一連の動作に対して具体的なイ
メージを持つことができる，ということによって，各学
生が当該科目で学ぶ基本的看護技術がわかる，という効
果について言及していると解釈した．これらの記述から，
「オンデマンド教材の具体的イメージと必要に応じた繰
り返しによるわかりやすさ」というカテゴリーを抽出した．
２）カテゴリー２「予習・復習におけるオンデマンド
教材の有用性」
『復習には役立つが予習には不向き（学生E）』，『事前
に見ることに関しては良いと思う（学生F）』，『復習と
しては役立つと思う（学生G）』の記述は，学生により
感じ方は異なるものの，この学習支援環境の予習や復習
における有用性を示していると解釈した．同様の記述を
まとめ「予習・復習におけるオンデマンド教材の有用性」
というカテゴリーを抽出した．
３）カテゴリー３「オンデマンド教材の使用環境の限界」
『iPhoneで見られなかったので不便だった．アクセス
制御が面倒（学生H）』，『自宅のパソコンで見ることが
表２　各授業で課題とした視聴覚教材の有用性 n ＝ 54
授業内容
視聴覚
教材
No.
視聴覚教材
タイトル
そう
思わない
あまりそう
思わない
大体
そう思う
そう
思う 無回答
滅菌操作，無菌操作，包帯交換，
ドレーンの管理
1 手洗い・ガウン・マスク・手袋の装着・着脱 0（0.0%）16（29.6%）29（53.7%） 9（16.7%） 0（0.0%）
2 滅菌物の取り扱い 0（0.0%）14（25.9%）29（53.7%）11（20.4%） 0（0.0%）
3 滅菌操作の介助 0（0.0%）14（25.9%）30（55.6%）10（18.5%） 0（0.0%）
導尿
膀胱留置カテーテル挿入・管理 4
膀胱留置カテーテルの
挿入・固定 0（0.0%）15（27.8%）25（46.3%）14（25.9%） 0（0.0%）
経口薬・外用薬投与 5 経口薬，外用薬，座薬，吸入の与薬 1（1.9%）16（29.6%）26（48.1%）11（20.4%） 0（0.0%）
筋肉内注射法
皮下注射法
6 筋肉注射 0（0.0%）17（31.5%）23（42.6%）14（25.9%） 0（0.0%）
7 皮下注射 0（0.0%）14（25.9%）25（46.3%）15（27.8%） 0（0.0%）
8 皮内注射 0（0.0%）15（27.8%）26（48.1%）13（24.1%） 0（0.0%）
静脈注射法
持続点滴法と輸液ポンプの管理
9 点滴静脈注射 1（1.9%）18（33.3%）20（37.0%）15（27.8%） 0（0.0%）
10 静脈注射 1（1.9%）20（37.0%）20（37.0%）13（24.1%） 0（0.0%）
11 輸液ポンプ 2（3.7%）19（35.2%）20（37.0%）13（24.1%） 0（0.0%）
12 シリンジポンプ 1（1.9%）18（33.3%）21（38.9%）14（25.9%） 0（0.0%）
酸素カヌラ，酸素マスク，気道内加湿
法，吸入，酸素ボンベの操作と管理 13 吸入 0（0.0%）21（38.9%）22（40.7%） 9（16.7%） 2（3.7%）
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できないので不便（学生I）』，『画質が悪いので，詳細部
まで確認できなかった（学生J）』，『画面と音が合ってい
ない（学生K）』の記述には，構築した学習支援環境を
端末で使用するには限界があり，多様な携帯できる端末
に対応できる，オンデマンド環境の更なる充実に対する
期待と，この学習支援環境において膨大な情報である映
像及び音声情報を明瞭に配信するには限界があると解釈
した．これらの記述から，「オンデマンド教材の使用環
境の限界」というカテゴリーを抽出した．
４）カテゴリー４「オンデマンド教材のわかりやすさ
の限界」
『先生方のデモの方が良い，実際に見た方が分かりや
すい（学生L）』，『視聴覚教材でも分かりやすいと思う
が実際にやってもらわないと，細かい所まで分かりに
くい（学生M）』，『援業でも演習をしっかりやり，サイ
トでも閲覧することにより技術の向上につながる（学生
N）』の記述に示されているように，この学習支援環境
は教員のデモンストレーションや授業を補完する効果は
あるが，技術の細かい部分がわかり，「技術の向上」に
は演習とオンデマンド教材との併用が望まれるという主
旨を示すと解釈した．これら同様の記述から，「オンデ
マンド教材のわかりやすさの限界」というカテゴリーを
抽出した．
V．考　　察
本研究によって得られた結果では，著者らが構築した
学習支援環境を利用した学生の多くが，毎週１時間未満
を視聴覚教材の閲覧に費やしており，昨年の研究結果と
有意な差はなかった．実際の閲覧履歴では，学生一人あ
たりの平均視聴回数は7.5回で，13タイトルすべての視
聴覚教材を視聴した可能性は少ない．しかし約30％の学
生は視聴覚教材を視聴する際，同じ画面を複数の学生で
視聴することが多かったと回答していることから，実際
の学生一人あたりの視聴回数は調査結果より多かったと
推測される．また視聴回数には開きがあり，自己学習に
おける視聴覚教材活用には学生によって差があった．当
該科目の補助教材として使用した視聴覚教材13タイトル
の平均再生時間は９分39秒（最小２分19秒，最大26分54
秒），視聴覚教材別の平均視聴回数は34.7回（最小17回，
最大58回）で，最小値と最大値に大きな差がみられた．
視聴回数は，視聴覚教材の再生ボタンが押された回数の
みをカウントしており，視聴覚教材を始めから終わりま
で視聴したかどうかは明らかではなく，これは本研究の
限界でもある．
本研究の結果では，昨年の研究結果と同様に学生は構
築した学習支援環境を予習にも復習にも活用していた．
しかし，視聴覚教材の閲覧履歴では，視聴のタイミング
は演習前視聴91.1％，演習当日0.7％，演習後7.8％とい
表３　視聴覚教材の視聴状況
視聴覚教材
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
計 割合（%）
動画時間（分） 10：20 4：28 3：32 8：45 26：54 11：05 2：19 2：52 15：07 5：57 5：09 4：55 24：10
8日以前 0 0 0 1 10 1 0 0 13 40 3 3 2 73 16.2
7日前 0 0 0 2 1 2 2 2 1 1 1 1 1 14 3.1
6日前 0 0 0 6 0 2 1 2 0 0 0 0 0 11 2.4
5日前 0 0 0 2 0 1 0 3 0 0 0 0 2 8 1.8
4日前 0 0 0 1 1 0 0 0 2 2 1 2 1 10 2.2
3日前 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 2 5 1.1
2日前 4 4 4 2 5 6 7 6 2 0 0 0 4 44 9.8
1日前 19 13 11 16 24 31 26 19 24 14 13 19 18 247 54.9
演習当日 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 3 0.7
1日後 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 5 1.1
2日後 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 3 0.7
3日後 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 1 0 0 5 1.1
4日後 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
5日後 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6日後 2 0 0 0 2 0 0 0 1 0 5 7 0 17 3.8
7日後 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8日以降 2 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1.1
計 27 17 17 35 45 43 36 32 49 58 26 34 31 450 100
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う結果を示し，ほとんど予習として視聴していたことが
推測される．演習当日は，学生自身が自分で技術を実践
する必要があり，演習当日教科書などの教材による予習
に加え，視聴覚教材を事前に，視聴することで学習する
技術の一連の動作や必要物品の使用方法をイメージでき
るよう，当該科目開講中，予習として本学習支援環境を
活用することを推奨した．この働きかけにより演習前の
視聴が多かったのではないかと考える．また，演習前日
と２日前の視聴が多いのは，演習において技術を実践す
る際，その技術を一連の動作として記憶するのに役立つ
時期と考えられ，当該科目学習目標を達成するための支
援となったのではないかと推察される．自由記述から抽
出したカテゴリー１「オンデマンド教材の具体的イメー
ジと必要に応じた繰り返しによるわかりやすさ」，カテ
ゴリー２「予習・復習時におけるオンデマンド教材の有
用性」に一致して，教科書などの教材に記述された看護
技術を，視聴覚教材の映像を通じて一連の動作として具
体化し，また必要に応じて学生が視聴覚教材を繰り返し
見ることによって，本学習支援環境が学生に主体的に活
用される可能性が示された．
ほとんどの学生の自宅PCはインターネット接続が可
能で，主に自宅で視聴覚教材を視聴した学生が60％以上
を占めた．一方で，自宅での視聴において，４人に１
人の学生が視聴覚教材の視聴環境に支障があり，２人に
１人がアクセスのしやすさに問題があると回答した．こ
の結果は昨年の研究結果と比較して有意差は認められな
かった．昨年度の結果を踏まえ本年度は新たに専用サイ
トへのアクセスに問題が生じた時の対応をサポートする
ヘルプデスクを設置したが，今年度の結果は更なるサポ
ートの必要性を示唆していると考える．先行研究では，
ICTが効果的に運用されるための要件としてPC操作方
法を記述したマニュアルの配布や十分な説明の必要性も
明らかになっており8），本学習支援環境の有効活用にも
同様の対応を行う必要がある．更にアクセスのしやすさ
については，約50％が「あまりそう思わない」または「そ
う思わない」と回答した．この結果は昨年度の結果に比
較して有意差が認められなかったが昨年度の41.3%から
上昇していた．先行研究においてビデオオンデマンドの
満足度に強く影響を及ぼす要因として，アクセスの簡易
さが挙げられており9），本学習支援環境のアクセシビリ
ティを更に改善する必要性もこの結果は示していると考
える．
オンデマンドによる視聴覚教材のわかりやすさでは，
「総じてわかりやすい」との回答が昨年度と比較して減
少し，自己の学習目標達成のための有用性では，「役立
った」との回答が昨年度と比較して減少し，有意差が認
められた．これに一致して，自由記述から抽出したカテ
ゴリー４「オンデマンド教材のわかりやすさの限界」に
も示されているように，本学習支援環境は，時間や場所
の制約を受けることなく学生が視聴覚教材を閲覧してそ
の教材に掲載された音声や映像情報を受け取ることはで
きる．しかしながら，教員と学生が相互に意見や情報を
交換し学生の個別の質問に教員が回答するような環境に
は設定されていない．習得しようとする技術の細かい部
分までわかるためには，デモンストレーションや授業で
実現される教員との相互交流が重要であると捉えている
本学学生のニーズに応えられるよう，教員と学生間の相
互交流が実現できるような方法を探究し，今後より効果
的に本学習支援環境を活用する必要性がある．
今後の視聴覚教材の活用方法に対する要望についてオ
ンデマンドによる方法を選択した学生は74.1%（昨年度）
から85.5%（本年度）に上昇し，今後のオンデマンドの
ニーズは高い．現状ではVHSビデオテープによる画像
として提供されている視聴覚教材をPC上で再生可能な
映像ファイルに変換してそのままオンデマンド教材とし
て提供しているため，映像の解像度低下は避けられない．
しかしながら，自由記述から抽出したカテゴリー３「オ
ンデマンド教材の使用環境の限界」における学生の言及
に示されているように，不鮮明な映像のため，視聴覚教
材の内容が視聴する学生にとってわかりにくいものとな
るため，本学習支援環境の有用性を低下させていると考
えられる．
専用サイト上の視聴覚教材をオンデマンドで視聴でき
るよう構築した学習支援環境は，時間や場所を越えて，
具体的なイメージを持ちながら専門技術を習得する学習
を支援する効果は継続して認められたと評価できる．し
かし本学習支援環境のオンデマンドという特性から，学
習効果を最大限にできるような教材の選択や開発，さら
により効果的な学習支援に向けて教員と学生が互いに交
流できる機能を備える必要性も本研究結果は示している
と考える．
週平均視聴時間，視聴場所，アクセスのしやすさ，過
去の視聴覚教材を使用した自己学習経験の有無と経験年
数において，本年度の研究対象者と昨年度の研究対象者
とでは有意な違いは認められず，今回の研究結果におい
て，オンデマンドによる視聴覚教材のわかりやすさと自
己の学習目標達成のための有用性の２項目に有意差が生
じたその背景を推察するには限界がある．対象者が変わ
ったことによって本学習支援環境の有用性に対する評価
に違いが生じた今回の結果を受け，更にデータを蓄積し
て本学習支援環境の教育的効果について継続的に検討す
る必要性がある．
VI．今後の展望
本稿に記述した研究では特に，精神運動領域技術の習
得を含む看護学教育におけるe-learningにおいて，単に
ICTを使用した教育方法にとどまることなく，学習者と
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教育者が双方向の交流をもちながら主体的に学ぶ環境の
実現を目指す視点の重要性を示唆する結果が得られた．
また，学習者の需要（デマンド）に応じた教育の実現に
は，時間や場所に留まらず多角的な意義，効果を検討す
る重要性も明らかになった．今後はこれらの視点を考慮
した本学習支援環境の改善，発展が望まれる．
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